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※業績予想…2011年5月13日「2011年3月期　決算短信」の公表数値※業績予想…2011年5月13日「2011年3月期　決算短信」の公表数値

（単位：百万円、％）
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(単位：百万円，％）

Ⅰ.-2 連結業績（事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ別）　

営業利益率営業利益売上高

1.40.3△38.9△70△78.2△394110△0.8△277△3.7△1,35935,323ｱﾊﾟﾚﾙ計

2.50.921.8109△63.5△1,0586090.159△0.3△16967,059連結　計

－--46-△94-1,754-25-47-575全社・消去

4.93.52.864△29.0△9642,3640.134△0.3△21767,634小計

10.25.390.6154△51.2△340324△3.6△231△5.0△3286,169
ﾗｲﾌｸﾘｴｲﾄ

計

8.87.4△1.1△22△10.7△2311,9282.15426.01,47026,142
機能

ｿﾘｭｰｼｮﾝ計

増減
率

増減額
増減
率

増減額
増減
率

増減額
増減
率

増減額

115期
実績

116期
実績

対業績予想対前年
116期

(12/3期）
実績

対業績予想対前年
116期

(12/3期）
実績

◇ 上期計（4月～9月）
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(単位：百万円，％）

Ⅱ.-1 　通期 連結業績予想　

16.9

3.5

13.5

7.3

増減率

1,796

3,285

3,085

133,705

115期

(11/3期）

実績
増減額

304

115

415

9,795

対前年

2,100

3,400

3,500

143,500

116期

(12/3期）

予想

当 期 純 利 益

経 常 利 益

営 業 利 益

売 上 高

通 期
11/4-12/3

64.4

87.2

103.9

15.0
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2011年5月13日「2011年3月期　決算短信」の業績予想数値を変更しておりません。2011年5月13日「2011年3月期　決算短信」の業績予想数値を変更しておりません。
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Ⅱ.-2 通期 連結業績予想（ｾｸﾞﾒﾝﾄ別）　

(単位：百万円，％）
◇ 通期予想

営業利益率営業利益売上高

1.32.161.16071,6000.427674,800ｱﾊﾟﾚﾙ計

2.32.413.54153,5007.39,795143,500連結　計

‐--△81-3,600-△171-1,400全社・消去

4.94.97.54967,1007.49,966144,900小計

11.26.7△39.9△5979000.0413,400ﾗｲﾌｸﾘｴｲﾄ計

8.88.111.84864,60020.69,68756,700
機能

ｿﾘｭｰｼｮﾝ計

増減率増減額増減率増減額

115期
実績

116期
予想

対前年
116期

(12/3期）
予想

対前年
116期

(12/3期）
予想
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■平板収縮ﾌｨﾙﾑ　・・・　供給不足から前半飲料向け中心に大幅増、8月中旬以降反動から急減速

■OPPﾌｨﾙﾑ　　　　・・・　被災設備（福島）の早期復旧とｸｲｯｸなﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ対応で震災影響を最小限に止める

■複合ﾅｲﾛﾝﾌｨﾙﾑ ・・・　震災によるSCM混乱の中、新設2号機稼動による供給力ｱｯﾌﾟで需要取込み伸長

■多層ｼｰﾄ 　 ・・・　前半は電力制限に備えた前倒し需要が増加、後半は反動から在庫調整局面に

Ⅲ.-1-1 機能ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ分野）

外部
環境

上　

期　

概　

況

　

と
対
策

　

下
期
見
通
し

OPPﾌｨﾙﾑ（防曇）OPPﾌｨﾙﾑ（防曇）ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ収縮ﾌｨﾙﾑﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ収縮ﾌｨﾙﾑ

～ 前半は、震災による供給不足から需要増加、後半は増加した在庫の調整局面を迎え減速 ～

9月新発売　 新製品易ｶｯﾄﾀｲﾌﾟ（HBC）

薄膜・軽量化で低ｺｽﾄを実現した ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ製品中心に拡販

原材料高騰電力制限震災影響による供給不足

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ ﾅｲﾛﾝﾌｨﾙﾑﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ ﾅｲﾛﾝﾌｨﾙﾑ

• 需要減速感の拡大懸⇒ 競争激化、単価の下げ圧力発生

• 欧米景気の後退感　 ⇒ 海外、半導体市場の市況悪化

急激な円高 欧米財政危機・景気減速
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■PCAP（透過型静電容量方式）

　＜600K/月 生産体制へのｷｬﾊﾟ拡大中＞

　・ 量産対応に遅れ、歩留り悪化が生じ、生産効率、コストにも影響

　・ 設備拡大は計画通りながら、中国での人材の確保（組立工程他）に課題

　・ 8月以降、欧米景気の減速が表面化、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ&ﾀﾌﾞﾚｯﾄ市場は拡大も期待値よりは伸びがやや鈍化　
　
■ﾌｨﾙﾑ外販

　・ 新規販路開拓に遅れ

Ⅲ.-1-2 機能ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業（電子部品分野）

～ 透過型静電容量方式（PCAP）ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙの受注拡大も、量産化遅れと一部減産で経営寄与遅れる ～

外部
環境

上　

期　

概　

況

　

と
対
策

　

下
期
見
通
し

ｶﾞﾗｽPCAP　vs　ﾌｨﾙﾑPCAP

Appleの独走：iPad 欧米景気の減速

細線技術の必要性増大

用途・ｺﾝﾃﾝﾂ・機能差異化の模索

（単位：K=1,000個）

• 一部顧客の増産要求への対応と、新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの短期立ち上げで上期量産遅れを挽回

＜実施事項＞

① PCAPの生産ｷｬﾊﾟｱｯﾌﾟと歩留りを改善し、収益を改善・拡大

②新技術を早期確立し、材料販売へ進出

③ フィルム生産能力の増強

ｽﾏｰﾄﾎﾝ・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ市場の急拡大
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■ｶﾗｰ機用中間転写ﾍﾞﾙﾄ　 ・・・ 震災影響は軽微、電力制限対策の先行需要発生

■定着ﾛｰﾗｰ用ﾌｯ素樹脂ﾁｭｰﾌﾞ　 ・・・ ﾛｰｴﾝﾄﾞ品のｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ回復は秋以降

■ﾌｯ素樹脂・一般産業用途 ・・・ ﾓﾊﾞｲﾙ市場好調を受け、半導体装置向けは好調

Ⅲ.-1-3 機能ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業（ｴﾝﾌﾟﾗ 他）

エ　

ン　

プ　

ラ　

～ 震災影響一部残るも主力OA機器用の部材は全般的に堅調、但し後半やや減速感がみられる ～

外部
環境

上期
概況

下期
見通し
と対策

そ　

の　

他

■ﾒﾃﾞｨｶﾙ関連分野

　　　　　～ 上期は増収増益を達成、下期以降も更なる拡大を目指す ～

　　　　　　・海外展開の加速　・・・ 東南ｱｼﾞｱ・欧州の新市場の開拓

■新規開発分野

　　　　　～ 光学ﾌｨﾙﾑの実用・量産化遅延 ～

　　　　　　・早期量産化 ・・・ HDﾌｨﾙﾑ（高硬度）、Fﾌｨﾙﾑ（光学特性，高耐熱）

　　　　　　・新規用途、実用化への研究推進

電力制限ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの一部寸断 欧米財政危機・景気減速急激な円高・ﾕｰﾛ安

製品改良・新製品開発の加速と新規用途、販路開拓に注力

•上期の前倒し需要の在庫調整局面 　⇒ 大手ｾｯﾄﾒｰｶｰの計画下方修正の懸念

• 欧米景気の後退感　　　　　　　　　　　⇒ OA及び半導体関連の市況悪化

• ﾀｲ洪水影響　　　　　　　　　　　　　　 　⇒　得意先操業停止及びｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの混乱
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■ﾍﾞｰｼｯｸ

　・ 「快適工房」はじめ綿製品は綿糸高騰などにより大幅ｺｽﾄｱｯﾌﾟ　

　・ 東日本大震災支援のﾄﾞﾈｰｼｮﾝ実施　（8月21日から来年3月31日まで）

　　　　　　⇒ 対象商品：東北ｸﾞﾝｾﾞ生産｢快適工房｣・「快適工房ﾌﾟﾚﾐｱﾑ」・｢the GUNZE｣

■BODY WILD

　・ 量販店ﾙｰﾄ ： 主力の成型ﾎﾞｸｻｰﾌﾞﾘｰﾌが廉価品との競争激化で苦戦

　・ 直販＆WEB ： 旬なｺﾗﾎﾞ企画、ｶｽﾀﾏｲｽﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ（BW-fit，BW‐Design）が好調

■ｼｰｽﾞﾝ

　・ 機能ｲﾝﾅｰ（MAGICｸﾞﾙｰﾌﾟ）は好調に推移したが、目標までは届かず

　 　　　⇒ 　市場は節電需要もあり、大きく伸長。

Ⅲ-2-1 アパレル事業 ①＜ｲﾝﾅｰｳｴｱ＞

～ 原材料（綿花など） ・資材高騰によりｺｽﾄｱｯﾌﾟが損益に大きく影響、競争激化で売上も苦戦　～

外部
環境

上　

期　

概　

況

市場競合の激化原材料・資材価格高騰 機能性商品の拡大

人件費（海外）の高騰 消費冷え込み
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Ⅲ.-2-2 ｱﾊﾟﾚﾙ事業②＜ﾚｯｸﾞｳｴｱ＞

～ ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾚﾝﾄﾞからﾍﾞｰｼｯｸ・機能重視の実用志向への移行、全般的に消費の冷え込みが響く　～

外部
環境

原材料の高騰

ﾄﾚﾝﾄﾞ商品に減速感消費冷え込み 機能・実用商品 志向

人件費（海外）の高騰

■ｽﾄｯｷﾝｸﾞ（PS）

　・ ﾌｧｯｼｮﾝ・ﾄﾚﾝﾄﾞ志向の低下、一方でﾌﾟﾚｰﾝｽﾄｯｷﾝｸﾞに一部回帰現象

　・医療用ｽﾄｯｷﾝｸﾞの拡販

■ｾﾊﾟﾚｰﾄ（ｿｯｸｽ等）　

　・ ｸﾙｰ丈ｿｯｸｽなどが好調に推移

　・ 機能性（ﾄﾞﾗｲ機能など）ｼｰｽﾞﾝ商品も伸長

■ﾚｷﾞﾝｽ・ﾌｯﾄｶﾊﾞｰ 他

　・ ﾚｷﾞﾝｽ・ﾄﾚﾝｶ等のﾄﾚﾝﾄﾞ一巡により店頭回転が鈍化

■販売ﾁｬﾈﾙ

　・ 厳しい市況の中でもﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ・CVSは好調

　　⇒ 医療用ｽﾄｯｷﾝｸﾞの技術を活用したﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ向けの着圧商品が好評

上　

期　

概　

況

ﾊﾟﾝｽﾄに復調兆し

医療用ｽﾄｯｷﾝｸﾞ

ﾄﾞﾗｯｸﾞ向けｽﾄｯｷﾝｸﾞ
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Ⅲ.-2-3 ｱﾊﾟﾚﾙ事業③　下期主要実施事項

＜実施事項＞

① 国内：主力NB（ 「BODY WILD」・「快適工房」・「HOT MAGIC」）の再構築

　　 ・ BODY WILD ⇒　2012SS　新ｷｬﾗｸﾀｰを起用（2012年1月発表予定）

　　　　　　　　　　　　　　主力ﾁｬﾈﾙ（NC/RC）に合わせた商品MDの再構築

　　　　　　　　　　　 ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ商品（ｺﾗﾎﾞ・ｶｽﾀﾏｲｽﾞほか）の拡販

　　　　　　　　　　　　　　 ※ 　　様とのｺﾗﾎﾞ・・・「ｷｸﾁﾀｹｵ」等のｶｽﾀﾏｲｽﾞ商品の販売

　　・HOT MAGIC　⇒　機能の差異化訴求とﾌｪｱ（実演・映像・ｷｬﾗﾊﾞﾝなど）実施による拡販

　　・KIREI LABO　 ⇒　ｴｲｼﾞﾝｸﾞ世代(50歳～）をﾀｰｹﾞｯﾄに、｢肌｣に着目したｲﾝﾅｰの展開

② 海外：北京愛慕郡是（JV）による中国内販を拡大

③ 新規ﾙｰﾄ：付加価値商品（ｺﾝﾌﾟﾚｯｼｮﾝｲﾝﾅｰ）の展開拡大による取組拡大

　　　

＜実施事項＞
①2012年SS　新ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞﾋﾞｭｰ　新ｷｬﾗｸﾀｰを起用（2012年1月発表予定）

② 節電・うちｴｺ関連商品を重点化、特に”防寒”、“厚手”商品群の展開を拡大

③ 機能性ｼｰｽﾞﾝ商品：ｲﾝﾅｰと連動した｢HOT MAGIC｣の総合ﾌｪｱを実施し需要喚起

④ 医療用ｽﾄｯｷﾝｸﾞの生産設備増強とﾄﾞﾗｯｸﾞﾙｰﾄ等への更なる拡販

レ
ッ
グ
ウ
ェ
ア　

メ
ン
ズ　

＆　

レ
デ
ィ
ス
イ
ン
ナ
ー

外
部
環
境

＜予測＞
•ﾏｰｹｯﾄﾄﾚﾝﾄﾞは上期の流れが継続、欧米の景気減速感が国内消費の冷え込みに波及することが懸念される

• 節電のため例年以上に防寒ﾆｰｽﾞが高まり、冬の機能性ｼｰｽﾞﾝ商品やうちｴｺ商品の需要拡大が期待される
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Ⅲ.-3 ﾗｲﾌｸﾘｴｲﾄ事業 （不動産，ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ）

※ 従来の一括賃貸から個別賃貸に変更

　　　⇒ 地域密着型で安定集客、安定収益を目指す

～ 不動産は前橋ﾘﾆｭｰｱﾙのずれ込みが影響、ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞは全般的に堅調 ～

※ 阪神間の商業施設の競争激化
　
　　　⇒｢にしまち｣再活性で 周辺競合施設との差異化、集客ｱｯﾌﾟをはかる

　　　　　　（2012年10月ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰﾌﾟﾝ予定）

前橋ﾘﾘｶ　ﾘﾆｭｰｱﾙOPEN前橋ﾘﾘｶ　ﾘﾆｭｰｱﾙOPEN

本年ｵｰﾌﾟﾝした「橿原店（奈良）」本年ｵｰﾌﾟﾝした「橿原店（奈良）」

つかしん「にしまち」完成ｲﾒｰｼﾞつかしん「にしまち」完成ｲﾒｰｼﾞ

■不動産関連分野

・前橋ﾘﾘｶのﾘﾆｭｰｱﾙOPEN　（2011年12月予定）

　（2010年10月のﾏｲｶﾙ撤退後の後継ﾃﾅﾝﾄを誘致しﾘﾆｭｰｱﾙ）

　　

・つかしん：　｢にしまち｣の再開発計画の着工（2012年1月予定）

・ESCO（ｴｽｺ）事業の拡大

　　　　　⇒省ｴﾈ診断、ﾘｰｽ会社との協業により環境ﾋﾞｼﾞﾈｽを拡大

■ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ分野

・魅力的な新種会員制度や新ﾒﾆｭｰの展開

　　　　⇒　初心者用お試し価格制度、個別ﾗﾝﾆﾝｸﾞ・ｸﾘﾆｯｸなど新規会員獲得

・新店舗（京都）・・・ﾋﾞｼﾞﾈｽ層をﾀｰｹﾞｯﾄにした都市型ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



　　本資料は、2011年11月2日に公表した「2012年3月期　第2四半期決算短信」に
基づくものです。

本資料のうち、業績見通し等に記載されている内容は、現在入手可能な情報による

判断に基づいたものであり、記載された将来の計画数値、施策を保証するものでは

ありません。


